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MHCclass1 ミスマッチモデルにおいても MHC 完全不一致モデルと同様に，CCR5 ノック
アウトマウスは野生種に比べて 30 倍以上の抗ドナー抗体を産生していた．野生種では
ほぼ全例で class1 ミスマッチ移植心が生着するのに対して，CCR5 ノックアウトマウスは
14日以内に全例で移植心を拒絶した．CCR5 ノックアウトマウスが拒絶した移植心には
CD8 T 細胞，マクロファージ，好中球が多く浸潤しており，抗体が血管内皮に付着して
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4．考察 
CCR5 ノックアウトマウスにおける class１ミスマッチ心移植では，CD8 T 細胞による細胞
性免疫と協調した持続的な高力価の抗ドナー抗体の産生により class1 ミスマッチ移植
心を拒絶していると考えられた．また，CD8/CCR5 ダブルノックアウトマウスは class1 ミ
スマッチ心移植における抗体関連型拒絶反応モデルとして利用可能であることを明ら
かにした．さらに， class1 ミスマッチ心 移 植 における抗 体 関 連 型 拒 絶 反 応 では
perforin・ミエロペルオキシダーゼ・CCL5 mRNA のグラフト組織内での発現亢進が特徴
であり，これらの変化が抗体関連型拒絶反応のバイオマーカーとなりうることを示した．  
  
 
